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１．はじめに

　昔から電池は電動機器の動力源と

して、また停電時のバックアップ電

源として皆様の生活を影に日向に支

えてきました。一方、地球温暖化問

題が深刻化し、CO2排出量削減が叫

ばれる近年、環境にやさしいエネル

ギーとして電池にこれまでにない注

目が集まっています。ここでは、エ

コ社会を実現するクリーンエネルギ

ーとして活躍が期待され、存在感を

増している産業用大形リチウムイオ

ン電池をご紹介しましょう。

２．リチウムイオン電池の特長

　世の中には様々な種類の電池があ

ります。放電だけで充電はできない

乾電池に代表される一次電池、充放

電が繰り返し可能な鉛蓄電池・ニッ

ケルカドミウム電池が属する二次電

池、さらに燃料電池、太陽電池…。

リチウムイオン電池は、携帯電話を

使用後に充電すれば繰り返し使える

ことからも判るように二次電池の一

種です。主な二次電池の特徴を比較

してみると、表－１のようになりま

す。リチウムイオン電池は公称電圧

とエネルギー密度が高く、また大電

流放電特性に優れていることが判り

ます。またそれ以外にも、急速充電

が可能である、充放電効率が高い、

自己放電が少ない、長寿命である、

容量検知・寿命検知が比較的容易で

あるといった優れた特長がありま

す。

　簡単に言えば、小形・軽量で電力

が大量に取り出せて、素早く充電で

きる電池ということになります。

３．リチウムイオン電池の反応原理

　ここでリチウムイオン電池の反応

原理を見てみましょう。

　リチウムイオン電池の正極活物質

はリチウムを含有した金属酸化物で

す。充電時にはリチウムイオンが負

極に向かって電解液中を移動しま

す。負極活物質は微細な炭素粉末

で、リチウムイオンは炭素の層間に

挿入されます。放電時には、これと

は逆に負極から正極にリチウムイオ

ンが移動します。

　この反応を模式的に図－１に示し

ております。
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表－１　主な二次電池の特徴の比較

項　目 鉛電池 ニッケル
カドミウム電池

ニッケル
水素電池

リチウム
イオン電池

公称電圧 2.0V 1.2V 1.2V 3.7V
エネルギー密度 × △ ○ ◎
サイクル寿命 △ ○ ○ ○
大電流放電 △ ○ ○ ◎

メモリー効果 ない ある ある ない

図－１　リチウムイオン電池の反応概念図
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セミナー

４．２種類の大形リチウムイオン電池

　このような特長を生かして、産業

用大形リチウムイオン電池の現在の

用途としては、産業用ロボット（無

人搬送車）、架線レスLRT（Light 

Rail Transit、次世代路面電車）、電

気自動車の動力電源、交流無停電電

源装置のバックアップ用電源、回生

電力吸収装置、民間航空機などが挙

げられます。これらの用途から要求

される放電特性に応じて２種類の大

形リチウムイオン電池を使い分ける

ことにより、効率的なエネルギーシ

ステムを構築することができます。

２種類の大形リチウムイオン電池と

は次のものになります。

①高容量タイプ

　大電流による充放電特性よりも放

電時の高容量を重視したタイプで

す。無人搬送車、交流無停電電源装

置、小型EV等に使用されます。

②高入出力タイプ

　高容量よりも大電流による短時間

の充放電特性を重視したタイプで

す。回生電力吸収装置、架線レス

LRTなど瞬間的な大電流充放電の必

要があるものに使用されます。

　高容量タイプと高入出力タイプの

特性の違いを図－２で、また概要を

写真－１でご覧ください。

（注：「CA」とは、電池の放電（充電）

特性を示す単位です。［C＝電池の

定格容量、A＝電流値、アンペア］

30Ahの電池で20CA放電が可能なら

ば、20×30Ah＝600A放電が可能と

なります。）

　なお、どちらのタイプのリチウム

イオン電池も電池監視装置等を取付

けて集合化したモジュールの状態で

使用します。安全かつ適切に使用す

るためには各セルを監視して電圧バ

ランスを保つことが大切なためで

す。図－３および写真－２でモジュ

ールの構造および外観を示します。

５．大形リチウム電池の使用例

　それでは大形リチウムイオン電池

の使用例を見てみましょう。

　写真－３は高容量タイプの大型リ

チウムイオン電池を使用した交流無

停電電源装置の製作例です。左端の

盤がリチウムイオン電池盤であり、

40Ahの電池７セルで構成したモジ

ュールを14台収納しています。従来

の鉛蓄電池と比較して、蓄電池盤の

寸法はおよそ半分に、重量は３分の

１以下に低減できました。

　図－４は高入出力タイプの大形リ

チウムイオン電池を使用した鉄道用

回生電力吸収装置の例です。電車が

回生ブレーキを使用すると、き電線

に回生電力が生じ、それを電力吸収

装置内の大型リチウムイオン電池が

吸収貯蔵（充電）します。リチウムイ

オン電池に貯蔵された電力は、力行

中の電車に対して放電されて電力ア

シストを行います。この回生電力に

よる充電（貯蔵）と放電（電力アシス

ト）を繰り返すことで省エネルギー

となります。また、き電線の電圧降

下が大きい場所では電圧補償効果に

よって安定した電圧を得ることが出

来ます。

図－２　２種類のリチウムイオン電池

写真－１　２種類の大型リチウムイオン電池の概要



16　 Kensetsu  Denki  Gijyutsu　Vol.165  2009.  3

６．おわりに

　産業用大形リチウムイオン電池

は、その優れた特長により、現在で

はまだ考えつかない沢山の用途を秘

めた「夢と未来の電池」だといえま

す。産業用リチウムイオン電池の用

途が今後ますます拡大し、クリーン

エネルギーの一つとして社会貢献で

きることを願っています。

図－３　高容量タイプリチウムイオン電池の
モジュール構造例

写真－２　高入出力タイプリチウムイオン電池の
モジュール構造例
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写真－３　高容量リチウムイオン電池を使用した無停電電源装置
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図－４　鉄道用回生電力吸収装置


